
水戸市青少年育成推進会議 検索

水戸市青少年育成推進会議
定期総会が

３年ぶりに開催されました
令和４年５月21日（土）　水戸市役所

変化する環境の中で、
青少年の育成推進を
図ってまいります

　多数の関係者にご出席をいただき、
質疑応答が活発に行われ大変有意義な
総会となりました。
　まだ状況を見ながらの活動となりま
すが、未来を担う子どもたちが健やか
に過ごせます様、皆様のご支援ご協力
をお願いします。

　推進会議は、明日を担う青
少年の健全な育成を図るため、
水戸市青少年健全育成方針に
のっとり、市民総ぐるみで行
政と一体となって推進するこ
とを目的としています。

・総会に関する企画・
運営
・青少年指導者研修
会の開催
・会報紙『道芝』の発行
・家庭教育リーフレッ
トの発行
・賛助会員の募集

総　会

理事会

地区会長・
事務局長会議

総務広報部会
・「家庭の日」絵画・ポスター
と作文コンクールの開催
・緊急避難所「こどもの安
全守る家」事業の推進
・青少年健全育成標語
塔の補修及び更新
・社会環境向上活動
  （研修会の開催、白ポスト
による有害図書等の回収）

地域・環境部会
・少年の主張大会の
開催
・中学生交流会の開催
・青少年若者体験活
動事業の開催

青少年社会参加部会

地区住民
（各家庭・青少年育成者）

関係機関・団体・
賛助会員

地区青少年育成会
（中学校区単位）

水戸市青少年育成推進会議

会長　　圷　哲男

水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内

水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

令和4年8月15日

第 69 号
みちしば

「踏まれても根強く耐え、そっと腰をおろせばやさしく憩わせてくれ、

 子どもたちを伸び伸びと遊ばせてくれる道
みち

芝
しば

」
水戸市役所HP▶

（水戸市青少年育成推進会議）



　

昨
年
度
は
、

本
推
進
会
議

の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、対
面
で
の
総
会
や
会
議
を
見

合
わ
せ
た
り
、事
業
の
規
模
を
縮

小
し
た
り
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、会
議
の
持
ち
方
を
工

夫
し
た
り
、活
動
の
様
子
を
動
画

や
録
音
で
配
信
し
た
り
な
ど
の

育
成
活
動
を
止
め
な
い
努
力
に

よ
り
、計
画
し
て
い
た
事
業
を
ほ

ぼ
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
青
少
年
・
若
者
を
取
り
巻
く

環
境
の
悪
化
や
社
会
全
体
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
が
進
み
、青
少

年
・
若
者
の
孤
独
・
孤
立
問
題
が

一
層
顕
在
化
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
年
度
も
更
な
る
工

夫
を
行
い
、地
域
の
皆
様
や
学
校

と
共
に
、行
政
と
一
体
と
な
っ
て

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
運
動
」を
根
幹

に
据
え
、各
種
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、「
あ
い
さ
つ
、声
か
け（
言

葉
か
け
）運
動
」な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
大
人
が
地
域
の
子
ど
も
を

見
守
る「
地
域
親
」の
普
及
促
進

を
図
り
、青
少
年
・
若
者
の
自
立
を

社
会
全
体
で
支
え
、応
援
す
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
内
十
六
の
地
区
青

少
年
育
成
会
と
連
携
し
、地
域
や

学
校
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
青
少
年
・
若
者
が
地
域
で

活
躍
で
き
る
よ
う
様
々
な
活
動

の
場
や
機
会
を
設
け
、社
会
参
加

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
育
成
活
動
の

様
子
は
、
本
年
度
も
水
戸
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
紙「
道
芝
」

を
通
し
て
、広
く
市
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
な
お
一
層
、
市
民

総
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
・
若
者

の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
本
推
進
会
議
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
共
に

　

水
戸
市
青
少
年
育
成
推
進
会
議

は
、表
紙
の
図
の
よ
う
に
地
区
住
民

総
ぐ
る
み
で
地
区
青
少
年
育
成
会

や
種
々
の
機
関
、団
体
と
共
に
３
部

会
で
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図

る
た
め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
部
会
で
は
、地
区
育
成
会
の

活
動
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
青
少
年
指
導
者
研
修
会
の

開
催
や
小
中
学
生
の
保
護
者
の
手

引
き
に
な
れ
れ
ば
と
の
思
い
で「
家

庭
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
部
会

の
活
動
を
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

す
る
た
め
に
会
報
紙
「
道
芝
」
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆

様
方
に
本
会
の
活
動
を
知
っ
て
頂

き
、未
来
を
担
う
青
少
年
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
市
民
総
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
直
接
か
か
わ
る

２
部
会
の
部
長
に
は
自
分
の
子
ど

も
時
代
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
子
ど
も
目
線
で
の
育
成
事
業

を
皆
で
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

の
び
の
び
と
、す
く
す
く
と

　

私
は
子
ど
も
の
頃
イ
ソ
ッ
プ
物

語
が
好
き
で
し
た
。
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
溢
れ
る
夢
物
語
と
は
程
遠

い
、割
と
リ
ア
ル
で
教
訓
め
い
た
、

あ
ま
り
子
ど
も
向
け
で
は
な
さ
そ

う
な
作
品
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

　

中
で
も
、「
北
風
と
太
陽
」は
好

き
で
し
た
。
今
や
ス
パ
ル
タ
教
育

な
ど
と
い
う
言
葉
は
ど
こ
へ
や
ら

で
す
が
、私
の
子
ど
も
時
代
に
は

多
少
な
が
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
学
時
代
に
頑
張
っ
た
事

を
と
て
も
褒
め
て
く
れ
る
先
生
が

お
ら
れ
ま
し
て
、褒
め
て
も
ら
え
る

か
ら
更
に
頑
張
れ
て
、結
果
を
残

せ
ば
ま
た
褒
め
て
く
れ
る
、そ
し

て
成
長
出
来
た
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、出
来
な
い
事
を
叱
ら

れ
て
い
た
ら
ど
ん
な
自
分
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
出
来
た
事
を
褒
め

て
く
れ
た
先
生
の
お
か
げ
で
今
の

自
分
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

　

褒
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
、認

め
ら
れ
る
と
い
う
事
。
自
分
の
存

在
意
義
が
あ
る
と
い
う
事
が
嫌
な

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
も
子

ど
も
も
褒
め
ら
れ
れ
ば
も
っ
と
光

輝
け
る
は
ず
で
す
。

　

新
緑
の
若
葉
の
よ
う
に
、の
び

の
び
と
、す
く
す
く
と
。

総
務
広
報
部
会

部
長　

本
郷
き
ぬ
子

地
域
・
環
境
部
会

部
長　

亀
田
龍
太
郎

子ども食堂
設立・運営のコツ
リーフレット

講演会「子ども食堂の可能性」「家庭の日」絵画・ポスターと作文コンクール表彰式

青
少
年
・
若
者
育
成
活
動
の
推
進
を

�

会
長　

圷　

哲
男　
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「
共
有
」す
る
楽
し
さ

　

私
の
子
供
時
代
は
、
近
所
の
友

達
と
野
山
を
駆
け
ま
わ
っ
た
り
、

缶
け
り
や
野
球
な
ど
で
遊
ん
だ
り

す
る
日
々
で
し
た
。
友
達
と
同
じ

場
を
「
共
有
」
す
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
た
こ
と
が
、
今
の
自
分
の
中

で
も
生
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
高
生
に
な
る
と
、「
共
有
」
し

て
い
る
こ
と
の
感
じ
方
や
受
け
止

め
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い
う

こ
と
に
も
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
の
子
供
た
ち
に
は
、
情
報
化
社

会
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
共
有
」

す
る
楽
し
さ
や
、
互
い
の
違
い
と
、

違
う
こ
と
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら

成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
お
手
伝
い
を
何
か
し
ら

の
形
で
で
き
る
と
幸
い
で
す
。

青
少
年
社
会
参
加
部
会

部
長　

藤
田　

秀
一

令和３年度決算・令和４年度予算

令
和
４
年
度
正
副
会
長
・
部
長
・
監
事
・
理
事（
敬
称
略
・
順
不
同
）

会
長　
　

圷　
　

哲
男

副
会
長　

岡
﨑　

充
芳
・
齋
藤　

直
哉

　
　
　
　

白
石　
　

力
・
川
野
邉
洋
美

総
務
広
報
部
会
部
長　
　

本
郷
き
ぬ
子

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

石
野
奈
緒
美

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

大
高
は
づ
き

地
域
・
環
境
部
会
部
長　

亀
田
龍
太
郎

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

生
井
沢
康
代

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

佐
々
木
数
葉

青
少
年
社
会
参
加
部
会
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

秀
一

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

梶　
　

正
憲

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

篠
原　

寿
子

監
事　

白
田　

礼
治
・
村
田　
　

豊

　
　
　

泉　
　

暁
美

理
事　

大
録
久
美
子
・
白
田　

茂
司

　
　
　

鎮
目　

英
俊
・
大
畠　

純
栄

　
　
　

菊
池　
　

徹
・
茂
垣
惠
美
子

　
　
　

生
越　
　

達
・
中
島　

弘
友

　
　
　

高
野　

秀
樹
・
綿
引　
　

勝

　
　
　

和
田　

康
則
・
山
川　

郁
良

　
　
　

齊
藤　

佳
昭
・
石
川　

敦
史

　
　
　

佐
藤　

光
雄
・
原　
　
　

毅

　
　
　

鈴
木　

忠
信
・
小
圷　

真
司

　
　
　

大
津　

常
行
・
岡
﨑　

充
芳

　
　
　

中
村　

英
一
・
後
藤　

通
子

　
　　

木
村　

久
文
・
立
川　
　

力

　
　
　

岡
田　

貴
子
・
本
郷
き
ぬ
子

　
　
　

亀
田
龍
太
郎
・
藤
田　

秀
一

　
　
　

川
上　

幸
一
・
三
宅　
　

修

決算／収入総額　6,017,930円　　支出総額　5,348,450円　　差引残高　669,480円（次年度へ繰越）
予算／収入総額　5,960,000円　　支出総額　5,960,000円

収　入� （単位：円）
科　　目 令和３年度決算 令和４年度予算 内　　　容

会 費 3,192,450 3,190,000 推進会議本部会費、賛助会費
補 助 金 2,100,000 2,100,000 水戸市、水戸市社会福祉協議会
諸 収 入 17 520 預金利子
繰 入 金 0 0
繰 越 金 725,463 669,480 前年度繰越金
合 計 6,017,930 5,960,000

支　出� （単位：円）
科　　目 令和３年度決算 令和４年度予算 内　　　容

事 務 局 費 621,124 602,000 会議費、旅費、需用費、役務費
総 務 広 報 部 会 費 1,530,413 1,560,000 青少年指導者研修会、会報紙「道芝」の発行（年２回）、リーフレットの発行（年１回）

地 域・環 境 部 会 費 968,579 810,000 「家庭の日」絵画・ポスターと作文コンクール、社会環境向上研修会、
「こどもの安全守る家」プレートの作成、標語塔の補修

青少年社会参加部会費 162,434 280,000 少年の主張大会、中学生交流会、青少年若者体験活動事業
地 域 育 成 活 動 費 1,380,000 1,380,000 地域活動づくりの支援（16地区）
ふれあいを深める事業費 640,000 1,280,000 地域の子どもを地域で育成するための活動実施地区へ交付
負 担 金 15,900 17,000 水戸地区青少年育成市町民会議連絡会負担金
積 立 金 30,000 30,000 記念事業費
予 備 費 0 1,000
合 計 5,348,450 5,960,000

中学生交流会

青少年若者体験活動事業

　本事業は、水戸市、笠間市、小美玉市、茨城町、大洗町、
城里町の６市町が青少年の健全育成のために連携し、共
に向上するために各地区持ち回りで毎年開催しています。
　今年は水戸市で開催しました。

とき／令和4年5月11日（水）　ところ／水戸市役所

水戸地区青少年育成
市町民会議連絡会総会
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中
学
生
た
ち
の
考
え
を
聴
こ
う
！
知
ろ
う
！

　

水
戸
市
少
年
の
主
張
大
会
は
、

青
少
年
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
展
望

を
抱
か
せ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が

現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
と
向
き
合

い
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
抱
い
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、
社
会
全
体

で
共
に
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
こ
ま

め
な
消
毒
等
感
染
防
止
対
策
に
努

め
、
発
表
者
と
保
護
者
等
関
係
者

の
み
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
18
名
の
発

表
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

地
球
環
境
、
郷
土
愛
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、

防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
々
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。

全
て
自
分
自
身
の
体
験
に
基
づ
い

て
考
え
ら
れ
た
主
張
で
、
真
っ
直

ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・�

個
々
の
個
性
を
大
切
に
、
全
て

尊
重
す
る
社
会
に
。

・�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
を
当
た
り

前
に
。

・�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
の
た
め
に

正
し
い
情
報
提
供
を
。
広
報
紙

は
大
切
。

・�

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
ず
っ
と

大
切
に
し
て
い
く
。

・�

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

選
挙
等
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が

大
切
。

・�
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
等
は
発
信

す
る
の
も
悪
い
が
、
安
易
に
拡

散
す
る
の
も
悪
い
。
見
極
め
る

責
任
を
持
つ
。

・�

防
災
に
対
す
る
意
識
が
低
い
。

正
し
い
情
報
が
必
要
。

・�

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
お

し
ゃ
べ
り
が
大
切
。

・�

空
気
を
読
む
の
で
は
な
く
、
自

分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。

・�

反
抗
期
を
乗
り
越
え
た
先
に
感

謝
と
成
長
。

・�

日
本
の
現
在
、
少
し
視
点
を
変

え
て
み
ま
せ
ん
か
と
の
提
言
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
表
現
に
改
め
て
み
る

と
一
歩
踏
み
出
す
人
が
多
く
な

る
の
で
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
や
黙
食
等
、

辛
い
体
験
を
強
い
ら
れ
た
中
学
生

の
し
っ
か
り
と
し
た
、
将
来
を
踏

ま
え
た
発
表
に
感
動
し
、
頼
も
し

さ
を
覚
え
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
と
佳
作
受
賞
者
の
発
表

音
声
を
、
後
日
市
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
発
信
予
定

で
す
。
ま
た
、
主
張
大
会
作
文
集

を
刊
行
し
、
市
内
図
書
館
で
公
開

い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
中
学
生
の
ひ
た
む
き
な
、

み
ず
み
ず
し
い
感
性
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
共
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「優秀賞」 （　　）応募総数
2,296点

学校名 氏　名 学年 タイトル 氏　名 学年 タイトル

第 一 中 小菅龍之介 3 私を動かすもの 鈴木　惺己 1 水戸から発信するSDGs

第 三 中 中村　亜実 3 チーム力の向上を目指して 田山　小遥 1 私の宝物

緑 岡 中 加藤　春奈 3 カラフル 大工　唄奈 3 言葉の中のあたたかさ

第 四 中 小野田稜太 1 僕のふるさと、水戸 菊池　柚希 3 「可哀想」じゃなくて「ありがとう」

飯 富 中 飯村優杏花 2 輝く人生の第一歩 柏　　陽希 2 自分たちの暮らし

赤 塚 中 大内　亜美 3 ジェンダーフリーを目指して 荒井　透空 1 水戸は文化の街で楽しい

第 五 中 大平　天舞 3 SDGs目標達成を目指して 菊池　芽依 3 「あたりまえ」の中身

見 川 中 渡辺　　楓 3 個性に気づく 櫻井梓璃彩 1 水戸のあいさつ

双 葉 台 中 齋藤　京花 3 一つの情報と向き合うために 鈴木なつき 2 小さな一歩を大きな一歩に

笠 原 中 山本さくら 3 きれいな水戸市、きれいな世界 梅澤　里奈 3 受動喫煙と向き合う社会

石 川 中 三宅　　健 1 「大きくなったら何になりたい？」 三宅　和子 3 「感情を上手にコントロール！」

千 波 中 谷田部文香 3 「おしゃべり」の大切さ 鈴木　琥珀 3 私の「表」と「裏」

常 澄 中 林　　侑哉 3 震災から十一年 島﨑　結楽 2 「面倒くさい」は悪いことじゃない

内 原 中 金子　志保 3 一つでも多くの命を救うために 飯田華菜子 3 「理想の自分」に向かって

国 田 義 務 教 育 石川　唯愛 8 私達のボランティアは、夢拾いで、伝承者 中森　らら 7 私の将来の夢

茨城大学教育学部附属中 政　　美羽 3 良い「話し合い」とは 中垣　陽斗 2 悩んだ先に見えたもの

茨 城 中 山田　優希 1 平和な社会を作るために

茨 城 朝 鮮 初 中 高 級 李　　咲希 3 「平和への第一歩」 張　　潤珠 3 自分に「誇り」を

智 学 館 中 等 教 育 市毛　海琴 3 乗り越えられるもの 菅谷　柚茉 1 自分らしくて何が悪い！

水戸第一高等学校附属中 長浜　晴輝 1 日本の現在、少し視点を変えてみませんか 牧野　佳歩 1 マスクの向こう側

「佳作」

第
37
回 

水
戸
市
少
年
の
主
張
大
会

�

令
和
４
年
７
月
２
日（
土
）　

水
戸
市
役
所
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地域で見守る子どもの居場所「こどもスペース」

総合教育研究所「情報プラザ」を学習スペースとして開放

７か所の市民センターに「こどもスペース」を開設
　小学生が勉強や遊びなど自由に過ごせる場として、現在７か所に
開設しています。夏休み中は利用時間等を拡大しております。詳細
は市ホームページを御覧ください。

開設している市民センターと利用方法
◦毎週月曜日と水曜日に利用できる市民センター
No 市民センター名 利用場所 定員
1 酒門 図書コーナー 10人程度
2 桜川 図書室 20人程度
3 堀原 図書室 30人程度
4 柳河 市民サロン 15人程度

◦毎週火曜日と木曜日に利用できる市民センター
No 市民センター名 利用場所 定員
1 大場 図書コーナー 15人程度
2 内原 市民サロン 30人程度

3 千波 図書コーナー・
多世代交流サロン 10人程度

※�祝日、12月29日～1月3日は利用できません。
　また、施設の都合でお休みする場合があります。

利用方法等

利用対象者 小学生（自分で自宅と市民センターとを
行き来できる方）

利 用 時 間 午後3時～午後5時
（10月～2月は午後4時30分まで）

利　用　料 無料

利 用 方 法

◦�事前の予約は必要ありません。
◦�子どもたちの安全確保のため、受付簿
に氏名、学校名とクラス名を記入して
ください。
◦�水分補給以外の飲食はできません。
◦�利用するときの決まりごとを守ってく
ださい。

扌�4月に移転改築したばかりでとてもきれいです。
ゆっくり読書もできます。� （千波）

友だちと遊んだり、一緒に宿題をしたりと
自由に過ごせます。� （堀原）➡

　小学生・中学生・高校生を対象に、総合教育研究所１階「情報プラザ」を学習スペースとして開放しています。
子どもたちの自主学習の場として御利用ください。 【利用条件等】

利用対象者 小学生・中学生・高校生

利用方法

◦�事前の予約は必要あ
りません。
◦�飲食は禁止です（水分
補給のため、ペットボ
トルなど蓋のついた
飲み物は可能）。
◦�開放日など詳細は、
総合教育研究所ホー
ムページをご覧くだ
さい。

開 放 日

毎週土曜日
※�施設予約が入っている
場合は利用できません。

※�９月は、3日・10日・24日
を開放します。

時　　間 午前９時～午後３時

定　　員 10名

利 用 料 無料
問い合わせ先：水戸市総合教育研究所
　　　　　　　☎029-244-1331

問い合わせ先：水戸市こども政策課　☎029-350-5577

5 み ち し ば



　令和４年度見川中学校区青少年育成会の総会を、
３年ぶりに対面で開催しました。
　コロナ前に比べると参加者は少なくなりましたが、
見川中・見川小・梅が丘小の校長先生、見川・見和
両市民センター所長を来賓として迎えました。
　ジュニアリーダーズの活動紹介、令和３年度事業
報告・決算報告、令和４年度事業計画・予算・一部
役員改選について審議しました。

見川中学校区
わたしたちの地域⑧

青少年育成会総会
見川中学校体育館において

令和４年６月５日（日）

あ
い
さ
つ
運
動

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
の

主
な
活
動
は
、地
域
の
み
な

さ
ま
の
お
手
伝
い
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
な
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
す
る
中
で
、地
域
の
行

事
が
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、学

校
自
体
が
休
校
に
な
り
、ど

う
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

新
学
期
の
P
R
活
動
も
で
き

る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、募
集

の
チ
ラ
シ
を
新
た
に
作
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、1
0
0
名

を
超
え
る
生
徒
の
み
な
さ
ん

が
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
に

登
録
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
１
年
目
は
、
例

年
夏
に
行
う
リ
ー
ダ
ー
研
修

を
日
帰
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
に

行
い
ま
し
た
。
い
つ
も
お
手

伝
い
い
た
だ
く
高
校
生
会
の

派
遣
も
難
し
く
、
卒
業
生
の

ユ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
が
力
を

発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
２

年
目
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
も
日

帰
り
で
し
た
が
、
水
戸
市
少

年
自
然
の
家
の
ご
協
力
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ま
で

実
施
で
き
て
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
暑
い
け
ど
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

　

今
年
は
少
し
ず
つ
で
す
が

活
動
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
出
来
る
こ
と
を

一
つ
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て

い
く
こ
と
、
こ
の
一
言
に
尽

き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
４
日（
月
）の
始
業
時
前
に
、地
区
育

成
会
地
域
環
境
部
会
の
部
員
と
生
徒
会
役

員
・
専
門
委
員
会
の
生
徒
、そ
し
て
、校
長
先

生
を
は
じ
め
担
当
の
先
生
方
が
一
緒
に
な
っ

て「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
約
20
年
前
か
ら
始
ま
り
、現

在
は
生
徒
昇
降
口
前
と
正
門
他
２
か
所
に
分

か
れ
て
年
７
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
小
学
校
も
あ
り
、一
部
の
小
学

生
と
中
学
生
が
一
緒
の
通
路
で
登
校
し
ま

す
。
育
成
会
部
員

と
先
生
方
、
児
童

生
徒
の
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
元
気
な
声
が
呼

応
し
て
響
き
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
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子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
、

お
子
さ
ん
が
抱
く
不
安
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ご
存
じ

の
通
り
出
生
前
の
胎
児
は
母
体
と
い

う
安
全
な
環
境
の
中
で
護
ら
れ
発
育

発
達
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
出
産
を

機
に
赤
ち
ゃ
ん
は
未
知
の
領
域
に
身

を
置
く
わ
け
で
す
。
私
た
ち
に
は
測

り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
不
安
と
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
子
ど
も
は
不
安
と
と
も
に
生

き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

さ
て
、
乳
児
期
の
子
ど
も
は
生
命

活
動
の
多
く
を
親
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
親
の
愛
情
に
基
づ
い
た
育
児
で

欲
求
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
に
親
か
ら
受
け
る
多
く
の
愛
情
が

信
頼
感
の
体
得
と
な
り
ま
す
。
こ
の

信
頼
感
こ
そ
が
、
子
ど
も
の
健
全
な

発
育
発
達
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

幼
児
期
に
な
る
と
外
界
と
の
触
れ

合
い
の
機
会
が
増
え
、
い
ろ
い
ろ
な

物
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
親
か
ら
の
脱
皮
を
図
る
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
よ
う
な
も

の
で
す
。
新
し
い
環
境
や
初
め
て
の

体
験
が
大
き
な
不
安
と
な
っ
て
子
ど

も
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。
こ
の

時
期
の
子
ど
も
が
家
に
帰
る
な
り
急

に
甘
え
た
り
癇
癪
を
起
こ
し
た
り
す

る
の
は
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
上

手
く
で
き
な
い
現
れ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
は
、
始
め
か
ら
叱
ら
ず
理
由

を
尋
ね
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
お
母
さ
ん

の
笑
顔
と
「
あ
な
た
な
ら
大
丈
夫
、

で
き
る
よ
」
等
の
魔
法
の
言
葉
を
添

え
て
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
、
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
心
身
が

安
ら
ぐ
家
庭
が
あ
れ
ば
子
ど
も
は
原

動
力
を
養
い
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
不
安
や
悩
み
と
葛
藤
し
な

が
ら
育
児
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

我
が
子
の
成
長
を
比
較
す
る
「
も
の

さ
し
」
が
、
不
安
材
料
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
標
準
よ

り
小
さ
い
、
よ
そ
の
子
よ
り
言
葉
が

遅
い
、
オ
ム
ツ
が
外
れ
な
い
等
と
あ

れ
も
こ
れ
も
比
べ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

人
は
性
格
や
体
型
が
違
う
よ
う
に
発

育
や
発
達
の
ス
ピ
ー
ド
と
そ
の
状
態

も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
標
準
値
や
よ

そ
の
子
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
我

が
子
の
昨
日
と
今
日
を
比
べ
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
成
長
を
実
感
す
る
は

ず
で
す
。
子
ど
も
は
産
ま
れ
な
が
ら

に
育
つ
能
力
（
生
き
る
力
）
を
備
え

て
い
ま
す
。
た
と
え
発
達
に
特
性
が

あ
っ
て
も
毎
日
成
長
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
信
じ
「
待
つ
」、

「
見
つ
め
る
」
行
為
を
育
児
に
取
り

入
れ
る
と
子
ど
も
は
頑
張
り
屋
に
な

り
ま
す
。

　

家
庭
は
子
ど
も
の
人
格
形
成
の
学

び
の
場
で
す
が
、
親
の
頑
張
り
は
時

に
子
ど
も
の
重
荷
に
な
り
ま
す
。
い

い
加
減
な
く
ら
い
の
育
児
が
子
ど
も

を
安
心
さ
せ
ま
す
。
今
の
自
分
を
肯

定
し
、
ゆ
と
り
あ
る
育
児
が
実
践
で

き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
水
戸
市
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
員

　

林　

圭
子　

記
）

水戸市サブリーダーズ会とは…
　水戸市に在住又は市内の高等学校に通う高校生によっ
て組織されるボランティア団体です。通称、サブ又はＳ
ＬＣ（サブリーダーズクラブ）と呼ばれています。
　水戸市教育委員会の指導のもと、土日や夏休み、冬休み
を中心に、様々な団体や市などの主催事業の運営補助を
行っており、特に子どもを相手に活動する際は、大人と子
どもの橋渡しとしての役割を担っています。

　「SLC新会員」を随時募
集しています。入会を希

望する方は、入会申込書（水戸市ホームページよりダ
ウンロードできます。）をご記入の上、水戸市役所生
涯学習課までご持参ください。水戸市に在住又は市
内の高等学校に通う高校生
なら誰でも入会できます。
年会費／350円　
申込み・問合せ／生涯学習課
（029-306-8692）

新会員募集

サブリーダー
になろう！

『
ど
ん
な
子
も

素
晴
ら
し
い
存
在
』

うち
の子

となり
の子

⑮

水戸市
サブリーダーズ会

公式HP

水戸市
サブリーダーズ会

Twitter

本推進会議の地域・環境部会が各地区
青少年育成会の取り組みを支援してい
ます。

“
子
ど
も
の
緊
急
避
難
所
”

こ
ど
も
の
安
全
守
る
家
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

問い合わせ先　　　　　　　　　

水戸市生涯学習課
TEL 029-306-8692（直通）
FAX 029-306-8693
Eメール：
seisyounen@city.mito.lg.jp
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〇
石　

野　

奈
緒
美（
育
成
者
）

　

白　

石　
　
　

力（
育
成
者
）

　

本　

郷　

き
ぬ
子（
育
成
者
）

　

綿　

引　

浩　

子（
飯　

富
）

　

相　

羽　

晴　

子（
五　

中
）

　

戸　

﨑　
　
　

力（
国　

田
）

　

芝　

間　

紀　

子（
千　

波
）

　

小　

柴　

聡　

子（
緑　

岡
）

　

安　

島　

由
希
子（
四　

中
）

　

中　

村　

典　

子（
見　

川
）

　

大　

高　

は
づ
き（
笠　

原
）

　

髙　

野　

智　

美（
常　

澄
）　

　

道
芝
第
69
号
発
行
に
あ
た
り
、
原

稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
に
自

粛
さ
れ
て
き
た
各
種
活
動
も
、
少
し

ず
つ
再
開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
私

の
地
区
で
は
花
壇
の
整
備
や
子
ど
も

の
居
場
所
作
り
の
準
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
が
で

き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
の
頃

で
す
。

　

今
年
度
は
子
ど
も
た
ち
、
若
者
た

ち
の
元
気
な
姿
を
た
く
さ
ん
お
届
け

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

�

（
H
・
O
）

編
集
委
員
（
○
委
員
長
）

編 

集 

後 

記

親が変われば 子どもも変わる!!

動画版もあります
水戸市公式︎

YouTubeチャンネル

パパやママの子育てのなやみ、

気軽にご相談ください。

水戸市訪問型家庭教育支援事業

「家庭教育」は、すべての教育の出発点
　家庭のふれあいを通して、お子さんが基本的な生活習慣、他人に対
する思いやりや社会的マナーなどを身につけていく上で重要な役割を
果たしています。
水戸市訪問型家庭教育支援事業とは
　保健師や元教員などの家庭教育支援員が、ご自
宅又はご指定の場所に伺い、子育てについての悩
みをお伺いする事業です。
実際にあった相談
●子どもが夜起きていて、朝起きられない。幼稚園を休んでしまう。
●小学校入学して給食を食べきれるか心配。
●オンライン授業を子どもが集中して受けられない。
●子どもの落ち着きがないと思う。
●ワンオペ育児で孤独感を感じる。

対象者
市内に居住する
小学１年生以下
の子どもの保護者

問い合わせ先
みと好文カレッジ
ＴＥＬ：029-303-6602
水戸市ホームページ
（訪問型家庭教育支援事業）

▲中学生用▲小学生用

家庭教育リーフレット

悩みを話せる人がいますか? 
気軽にお電話ください。

不登校に悩む相談
小・中学生とその保護者対象

問い合わせ先：水戸市総合教育研究所
　　　　　　  ☎０２９-２４４-１３３１

Tel.029-244-6730
いじめ相談

Tel.029-244-1347

9:00～20:00

9:00～17:00

月～金

土
9:00～17:00

月～金


